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ゴールデンウイークの休日に年次有給休暇をプラスワン！！
　ゴールデンウイークは連続休暇を取得しやすい時季の１つです。土日休日制の企業の場合、例えば4月30日と31日に年次有給休暇を取得すると8連休に、
5月7日と8日に年次有給休暇を取得すると９連休になります。
ゴールデンウイークに年次有給休暇をプラスして、リフレッシュしてみませんか。
（文例２）


労働基準法の改正により、年５日の年次有給休暇を確実に取得させることが必要となりました。年次有給休暇の計画的付与制度を導入しましょう。
「年次有給休暇の計画的付与制度」（以下「計画的付与」という。）とは、年次有給休暇の付与日数のうち５日を除いた残りの日数について、労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。
労働基準法が改正され、平成３１年４月より、使用者は、法定の年次有給休暇付与日数が１０日以上の全ての労働者に対し、毎年５日間、年次有給休暇を確実に取得させることが必要となりました。
計画的付与を導入することは、年次有給休暇の取得を推進するとともに、労働基準法を遵守する観点からも重要となります。
★「年次有給休暇」とは
　年次有給休暇（以下「年休」という。）は、労働基準法で定められた労働者に与えられた権利です。労働基準法第３９条において、労働者は、
・６か月間継続して雇われていること
・全労働日の８割以上を出勤していること
を満たしていれば、１０日間の年休が付与され、申し出ることにより取得することができます（勤続年数、週所定労働日数等に応じて年休の付与日数は異なります。）。
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５月７・８日を休むと９連休！


好きなことをして


リフレッシュ！！





新しいことにチャレンジを！！
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